
【報道関係各位】

デンマーク外交関係樹立150周年を迎える記念すべき年として、2017年にデンマークの優れたプロダクトを含め

た国のグランドデザインを紹介する展覧会が金沢で開催予定。日本文化の象徴であるヒノキ素材を弊社が提供し、

展覧会への協力を行うこととなりました。

この展覧会は、日本とデンマークのデザイナー、建築家、アーティストによる、日常を豊かにする気づきの「現れ」を

紹介し、両国の現代の暮らしにみるモノとコトについて考察するものです。

お客様の快適な暮らしに貢献する日本ハウスホールディングスは展覧会趣旨に賛同し、協力します。

2017年6月21日
株式会社日本ハウスホールディングス
代表取締役社長 成田 和幸
（東証・コード １８７３）

お客様に感動を
デンマーク外交樹立150周年記念展覧会 協力について

■本件に関するお問い合わせ

株式会社日本ハウスホールディングス
〒102-0072東京都千代田区飯田橋４－３－８
ＵＲＬ：http://www.nihonhouse-hd.co.jp/

担当；広報・広告室 小長谷
ＴＥＬ：０３－５２１５－９８８２ ＦＡＸ：０３－５２１３－５６７１
E-mail：kkonagaya@nihonhouse-hd.co.jp

金沢21世紀美術館

展覧会名

日々の生活-気づきのしるし
Everyday Life-Signs of Awareness

会期

2017年8月5日（土）~2017年11月5日（日）
開場時間 ｜10：00－18：00（金・土は20：00まで）
休場日 ｜毎週月曜日（ただし、8/14、9/18、10/9、10・30は開館）、

9/19（火）、10/10（火）

1968年生まれ。東京理科大学理工学部建築学科卒業。
小川晋一アトリエを経て、三分一博志建築設計事務所設
立、広島にて設計活動を開始。2008年デンマーク王立ア
カデミー客員教授。“人工物である建築が、土地ごとの地
形や自然の循環システムに沿うことで、年月の経過ととも
に自然の風景と感じられるようになっていく”、“いかにして
建築が地球の一部になるか”、を一貫したテーマとし「地球
のディテール」を提唱。近作では神戸六甲山に〈自然体感
展望台 六甲枝垂れ〉が完成。瀬戸内国際芸術祭2010で
は〈犬島アートプロジェクト「精錬所」〉が関連施設のひとつ
となる。〈エアー・ハウス〉で第19回吉岡賞、〈三輪窯〉で
Detail Prize 2005 特別賞(ドイツ)などを受賞し、〈北向傾
斜住宅〉がwallpaper*誌において1996‐2006年の掲載
作品のうち印象的な住宅10選にも選ばれるなど、海外で
も注目される。

三分一 博志 氏

■展覧会および美術館外観画像についてのお問い合わせ
金沢21世紀美術館 事業担当:立松／広報担当:落合
〒920-8509 金沢市広坂1-2-1 TEL 076-220-2814 FAX 076-220-2802 
ＵＲＬ：http://www.kanazawa21.jp E-mail: press@kanazawa21.jp 


